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繍細雌幼珍
問府に生まれた赤ちゃんに誕生石をプ

想いはひとつ

ヽ_

幸せであれ、元気に育て
圃商工課…密0与与(237)与694

古くがら身につける人を守護してくれるお守りジュエリーとして知られる、誕生石。

その誕生石(ルース)を市内で生まれた赤ちゃんに贈る「ジュエリースタート事業」が

4月から始まりました。市と甲府商工会議所、協同組合山梨県ジュエリー協会が協

力して行う、 「宝石のまち甲府」ならではの、心を込めたお祝いです。

令和8年4月1日生まれ以降の赤ちゃん
※出生により、甲府市で住民票が作成された方

甲府商工会議所、協同組合山梨県ジュエリー協会
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患
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害意。月のダイヤモンド,

同封される

ハローキティのお祝いカード

6くミ」ふ_=∠>‾○

誕生石の使い方はいろいろ

家族の絆としてベビージュエ

リーにするのもおすすめで

す。市内には気軽に相談

できる宝飾事業者さんが

そろっています。お気軽に

どうぞ。

こちらで市内の

宝飾事業者さんを
探せますト

轟 愛を力霊宝
一生の宝物に

甲府ジュエリーマップサイト

誕生石の提供事業者の

一覧はこちらト

6<こミ連-__山東≠クゝっ

あなたの誕生石は

ご家族の誕生石をご存じですか?

1月㊨lガーネット 7月eルビー

2月oアメジスト 8月織ペリドット

3月中アクアマリン 9月eサファイア

4月中ダイヤモンド 的月 ピンクトルマリン

5月●エメラルド 11月中カレート)トズ

6月立ムーンストーン 地目やタンザナイト

※誕生石は月によって複数あり。

上記はお贈りする各月の誕生石です
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特集可蛾甲府ジュエリーを身近に

聞
聞

ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業

甲府商工会議所会頭

野口英一

ジュエリースタート事業連携協定締結式

(3月27日)

(協組)山梨県ジュエリー協会理事長

柳本 力

髄
‖

皆
さ
ま
と
一
緒
に
策
定
し
た

「
甲
府
市
宝
飾
産
業
振
興
戦
略
プ
ラ

巻
の
な
か
で
も
、
大
き
な
目
標
の
一

つ
で
あ
っ
た
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー

ト
事
業
を
こ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
が
き

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
甲
府
商
工
会
議
所
様
や
山
梨

県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
様
に
は
、
誕
生

石
の
提
供
に
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

野
‖

ジ
ュ
エ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業

は
、
ま
さ
に
「
宝
石
の
ま
ち
甲
府
」
ら

し
い
取
り
組
み
で
す
よ
ね
。
赤
ち
ゃ

ん
の
誕
生
の
喜
び
の
瞬
間
に
、
誕
生

石
を
贈
る
こ
と
で
、
宝
飾
産
業
の
魅

力
が
も
っ
と
も
っ
と
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

柳
本

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現

す
る
に
は
、
多
く
の
事
業
者
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

)

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
賛
同
し
て
く
だ
き
り
、
こ
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
も
と
て
も
感
激
し
て
い
ま
す
。
「
宝

石
の
ま
ち
甲
府
」
を
も
っ
と
元
気
に
、

そ
し
て
心
豊
か
に
盛
り
上
げ
た
い
と

い
う
想
い
が
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

樋
口

結
婚
や
出
産
な
ど
、
大
切
な

人
生
の
節
目
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
贈
る

文
化
を
提
案
す
る
「
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー

ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
「
ベ
ビ
ー

ジ
ュ
エ
リ
ー
」
が
浸
透
し
、
「
宝
石
の

ま
ち
甲
府
」
の
ブ
ラ
ン
ド
が
一
層
愛
さ

れ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い

ま
す
。

野
口

〃
誕
生
石
〃
の
こ
と
を
た
く
さ

ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い

で
す
ね
。
宝
石
が
ぐ
っ
と
身
近
に
感

じ
ら
れ
、
ご
家
族
、
大
切
な
人
の
誕

生
石
を
知
る
こ
と
で
心
も
温
か
く
な

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
小
さ
な

積
み
重
ね
が
、
暮
ら
し
の
中
に
文
化

を
根
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

柳
本

"
誕
生
石
〃
に
は
、
花
言
葉
の

よ
う
に
、
宝
石
ご
と
に
心
に
響
く
宝

石
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
ぜ
ひ
調

べ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
意
味
を
知
る

こ
と
で
宝
石
の
魅
力
が
さ
ら
に
深
ま

器

園
圏
蝿

り
、
愛
着
も
わ
い
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

樋
口

ル
ー
ズ
ケ
ー
ス
に
は
県
産
材

を
使
い
、
お
子
さ
ま
の
お
名
前
と
お

誕
生
日
を
印
字
し
ま
す
。
お
守
り
の

よ
う
に
大
切
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

柳
本

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
も
と
て

も
か
わ
い
ら
し
く
で
き
あ
が
り
ま
し

た
ね
。
お
届
け
す
る
〃
誕
生
石
〃
を
使
っ

て
、
特
別
な
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
作
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。
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野
口
甲
府
の
宝
飾
産
業
を
よ
り
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
素
敵
な

機
会
で
す
。
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が

地
域
の
産
業
全
体
の
元
気
に
も
つ
な

が
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ッ
時

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
た
時
で
す
ね
諦

樋
‖

ぜ
ひ
と
も
、
皆
さ
ま

合
わ
せ
、
未
来
に
向
け
何
歩

血
続

ん と

で 心
※市宝飾産業
積読男デいを

3 令和8 (2026)年/5月号



特集1宮甲府ジュエリーを身近に

市の宝飾産業は、金峰山で産出された水晶が起源です。以来、宝石研磨や水

晶美術彫刻、貴金属加工といった伝統技術が継承され発展してきました。現在

では、企画からデザイン、原料調達、研磨、加工、流通まで、ジュエリー製作

の全工程が揃う世界的にも珍しい宝飾産業の集積産地になりました。前ページや,′

で紹介した「ジュエリースタート事業」のほかにも、 ‘‘宝石のまち甲府′′を広くP R 「

するための事業を行っています。

ロジェクト。 3つの節目に

寄り添い、人生を美しく彩

れるように「宝石のまち甲

府」がご提案します。

第〇の愛 BABY」EWELRY

-出産のお祝いや記念にへ

第二の愛 PROPOSE」EWELRY

一愛する人へゆるぎない決意を-

第三の愛 HERITAGE」EWELRY

Instagramラブプロジェクトサイト

一家族や大切な人に引き継いでいくへ

「めがねのまちさばえ」と「宝石のまち甲府」

は、丁GC(右上)をプラットホームにし、「つ

くる」をテーマに未来を担う若者に積極的

な情報発信を行うことで、産業と若者を軸

とした地方創生に向けた取り組みを推進し

ていきます。

ル
ー
ツ
l
こ
導
か
れ
た
進
化
。

こ
こ
か
ら
世
界
へ
〃
甲
府
ジ
黒
エ
リ
-
〃

史上最大級のファッションフェスタである

東京ガールズコレクション(丁GC)。 3月

の「宝石のまち甲府SPECIAL SmGE」では、

Z世代に絶大な人気を誇る山梨県在住のイ

ンフル工ンサー「M I NAM l」さんら豪華

ゲストが甲府ジュエリーを着用し登場。 「宝

石のまち甲府」の魅力を発信しました!

昨年度は、甲府ジュエリーのさらなる認知

度アップのため、対象を全国の高校生に拡

げて開催。最優秀賞受賞者には、デザイン

画の実作品が贈呈されます。また、ふるさ

と納税の返礼品として商品化されます。

中津阿卯郭

函圏 囲
202与デザイン了
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喜久乃湯温泉
(甲府市朝日与丁目)

1喜久乃湯温泉

ホームページ

昭和元(1926)年創業の温泉銭湯です。し文豪・太宰治

が通ったことでも知られ、臆玄関の下駄箱や脱衣所の木

製ロッカー、内壁上面の広告看板などは昭和の起きを

色濃く残し、戦前からあると言われている体重計は当

温泉を代表するひとつ。古くから地域の方々に親しま

▲昭和の雰囲気が残る

\ヽノ

れ、かつては多い時に1目1,000人

を超える人が訪れることもありまし

た。家風呂が普及してからも、地域

の憩いの場として幅広い層が来訪し

ています。令和8年に開業100周年

を迎え、甲府における近代の市民生

活・文化の歴史を今に伝えています。

地域住民はもちろん、県内外からの

違綜ノ講読霜愛好者も多く、文化の継承性が期待
でいる柄ガラスは必されています。
兄です

囲歴史文化財課…密0与与(223) 7324

三聖二三三蟻
邪気を払い無病息災を願うとざれてい▲喜久乃湯温泉を代表

る季節湯のひとつです。菖蒲の香りに
する体重計

はリラックス効果や血行促進、殺菌作用があり、疲労

回復や腰痛・冷え症の緩和に効果的とされています。

ぜひ、この機会に訪れてみてはいかがでしょうか。

毎月届く『広報こうふ』。そして、さまざまな施設で見かける「こうふ歳時記」ポスター。どういった想いで、どのよ

うに作られているのでしょうか。市民である私たちが当たり前に目にしているものには職員の方々の想いが詰まって

います。今回は甲府市役所情報発信課のお仕事の-部を取材しました。

閏パズルのように作られる誌面

『広報こうふ』は、情報発信課広報係の職員を中I封こ制作さ

れています。冒頭の特集ページは、担当課に取材をしながら

作成しているそうです。その他の記事やお知らせは、担当部

しl 署から集まった原稿を整理し誌面にしていきます。職員それ

ぞれがスケジュールを把握しながら制作を進め、特集や記事

を組み合わせ、まるでパズルのように誌面が作られています。

印刷前の最後の校正※作業では、間違いがないか、読みにく

くないかを音読しチェックしています。

数年前と比べて誌面の活字が大きく

なっており、日々読みやすくなってい

るように感じます。

蒜吉・竃造言己。誤。がな。か 辞
チ主シクする作業 ▲特集ページの取材の様子

団あなたも発信「#甲府日和」

情報発信課では、甲府の魅力を広く伝える

ため、 instagramやXを通じてハッシュタグ

「#甲府日和(ハッシュタグコウフビヨリ)」を広め

る取り組みを行っています。このIl甲府日和’’

は職員の方の発案によるもので、 「甲府で過ご

す心地よい-目」という意味が込められてい

るそうです。皆さんもぜひ、甲府の日常や風

景、まちなかでの発見などを「韓国楠田漑」を

つけてSNSで投稿してみてくださいね!

▲『広報こうふ』 3月号

の表紙は塙甲府日和」

でした!

喝ポスターからはじまる魅力発信

2024年度から始まっだこうふ歳時記プロモーション事業’’。

作成されるポスターには四季折々の甲府の魅力が表現され、

KOFUプロモーションデザインディレクター

の中野シロウさんがデザインを手がけたポス

ターもあります。ポスターは職員の方が市内

自治会のほか、市内外の施設へ掲示してもら

うようお願いして回っているそうです。まち

で見かける-枚のポスターの裏には、温かな

手仕事がありました。観光客の目にもふれる

ポスターは、市内外に「甲府フアン」を増や▲号彩鴇藷鑑
す取り組みとなっています。 のポスター

【市ホームページ】

市民レポーターブログ
もご覧くださいト

市民レポーターブログ

今月の担当レポーター 野呂 責美恵
㊥ ① ㊤ ㊤ ㊤ e ㊧ ① ○ ○ ㊤ ㊤ e e ㊧ e ㊤ ㊤ e ㊤∴こ㊤

普段なかなかフォーカスされにくいこ

とを伝えたくて、今回「情報発信課の取り

組み」を取材しました。私は甲府に移住し

て2与年。その時から、甲府のイベント情

報や取り組みを知るには『広報こうふ』を

活用していました。人の温かさがこもっ
た広報誌。これからも、応援していきます。

広報こうふ 26


